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Evolution® Duodenal
C O N T R O L L E D - R E L E A S E  S T E N T -  U N C O V E R E D

Step 2

ガイドワイヤに沿ってデリバリーシステムを少しずつ
挿入し、内視鏡で視認できるようになるまで鉗子
チャンネルに挿入します。
注意：最小適合鉗子チャンネル：3.7 mm

Step 3a

エックス線透視下で狭窄部を挟むようにインナーカ
テーテル上のエックス線不透過性マーカを配置しま
す。

Step 1

ステントから防護用チューブを取り外します。

Step 3b

注意：ステント近位端にあるデリバリーシステム上
の黄色マーカも内視鏡下での狭窄に対するステン
ト近位端（術者側の端）の位置決めの基準として
利用できます。

Step 3b の画像は IsMeTT（イタリア、パレルモ）のMario Traina 先生より提供
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Step 5a

展開中にステントの位置変更が必要な場合は、ス
テントを再収納することが可能です。
注意：ステント展開インジケータが復帰限界点を
超えた後はステントを再収納することができませ
ん。これは本装置上のステント展開インジケータ
（赤色マーカ）がハンドル上の復帰限界点マークを
超えることを指します。

Step 7

ステントの復帰限界点を超えたら、ガイドワイヤポー
ト（雌型ルアーロックアダプタポート）の近くのセー
フティワイヤをハンドルから引き抜きます。トリガを
引き続けてステントの展開を続けます。

Step 8

留置後、ステントが拡張しているかエックス線透視
下で確認します。拡張が確認できたら、デリバリー
システムを安全に抜去することができます。

本品の詳しい使用方法は最新の添付文書を
参照してください。

Step 5b

ステントを再収納するためには、デリバリーシステ
ム側面の方向ボタンを逆方向に押します。
注意：再収納の際、初めてトリガを引く場合は、
方向ボタンを押したままにします。必要な分量に達
するまでトリガを引き続けます。

Step 4

エックス線透視下でステントが所望の位置にあるか
を確認します。赤色のセーフティガードをハンドル
から取り外すことによってステントを展開します。ト
リガを引き続けて、ステントの展開を続けます。

Step 6

留置を再開するには、方向ボタンを再度反対側に
押し、最初のストロークの間は方向ボタンを押した
まま、トリガを引きます。


